
204 

 

児童・小学校教員を対象とした 

外遊びおよび鬼ごっこに関する実態調査 

橋詰 ゆり１，２），杉山康司３） 

１．愛知教育大学大学院・静岡大学大学院教育学研究科共同教科開発学専攻 

２．袋井市立浅羽北小学校 ３．静岡大学 

 

Survey on outdoor play and tag for children and elementary school teachers． 

Yuri Hashizume，Koji Sugiyama 

 

要旨 

子供の体力低下に対し学校体育の担う役割が非常に大きくなる中，体育科教材として鬼ごっこへの関心が高まっ

ている．しかし，鬼ごっこと体力についての研究の多くは幼児を対象としており，小学生の実施状況は明らかにさ

れていない．そこで，児童を対象とした休み時間の過ごし方並びに外遊びに関するアンケート調査と体育授業担

当教員を対象とした聞き取り調査を行った．これらの実践から，鬼ごっこを分類並びに体育授業時に教員が配慮

している事項の整理を行った．その結果，休み時間の外遊びにおいて鬼ごっこは男女ともに多くの児童に好まれ

ていることが示され，児童の親しみのある鬼ごっこの種類について知見が得られた．  

 

キーワード： 小学校体育 外遊び 鬼ごっこ  

 

I. 緒言 

児童・生徒の体力不足を引き起こす要因として，生

活環境の変化が挙げられる．村瀬ら（2007）は，親世

代に比べ子世代は屋外で遊ばない傾向が強くなってお

り，外遊び・スポーツ遊びの幅広い実践の促進には大

人の関与による外遊びの紹介，奨励，支援が必要であ

ると述べている．その背景としてテレビやメディアの

影響が大きくなっていること，スポーツクラブ等に通

う子供が増えていることを挙げている．研究報告から

15 年が経過しており，要因の衰退が考えられない事か

らも，これらの傾向は一層強くなっていると考えられ

る．一方で，静岡県教育員会は静岡県の小学生におい

ておよそ半数の児童が学校体育でしか運動していない

と報告している．体力低下や運動習慣の二極化といっ

た子供の体力課題に対し，全ての子に保証された運動

機会である学校体育の役割は大きいといえよう．特に

小学校６年間の発育発達は著しく，運動経験・技能の

個人差にも配慮した上で全ての子に運動の楽しさを味

わわせる授業づくりは決して容易ではない．加登本ら

（2012）は，およそ 50％もの教員が体育指導に困難さ

を感じ，特に若年層の教員ほどその割合が高いと報告

している．加えて，教育現場の人手不足や多忙化が問

題視（高島，2022）され，新型コロナウイルス感染症

対策により様々な制限が課された以降は子供の体力低

下への懸念は増すばかりである．学校における児童の

主な運動機会には，体育授業と休み時間の外遊びが挙

げられる．児童の休み時間の過ごし方や人気の外遊び

について調査することは児童の外遊び誘発並びに体力

向上の一助となるに違いない． 

古くから子供たちに親しまれてきた日本の伝承遊び

である鬼ごっこは，外遊びの機会が減少している現代

の子供たちにとっても数少ない身近な遊びの一つであ

る．この鬼ごっこは，小学校体育科指導要領において

低学年のゲーム領域に「鬼遊び」として例示（文部科

学省，2017）されていることを筆頭に，アクティブチ

ャイルドプログラム（日本スポーツ協会，2020）にお

いても推奨され，スポーツ鬼ごっこの普及も進んでい

る．さらに国語科の教科書に「鬼ごっこ」という説明

文が扱われている（光村図書出版株式会社，2019）こ

とからも多くの子供に馴染みのある遊びであることが

うかがえる．鬼ごっこは決められたエリアの中を自由

に走行し，鬼をかわしたり，鬼から逃げたりする遊び

である．鬼ごっこにみられるこれらの動作はサッカー

やバスケットボールといった球技スポーツにも通じる

と考えられる．複数単元に応用可能であり，準備が比

較的容易かつ短時間で実施可能と指導者へのメリット

が多く，子供たちに長年親しまれている鬼ごっこの体

育的価値は非常に高いと考えた．先行研究において幼

児期に鬼ごっこを行うことで反復横跳びやボール投げ

および立ち幅跳びにおいて運動能力が向上したという

報告（花井ら，2019）や鬼ごっこを好む幼児は敏捷性

能力に優れているという報告（宮口ら，2012），鬼ご

っこの実施はコーディネーション能力の向上につなが

る（郷家ら，2018）という報告がなされているものの，
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小学生を対象とした研究は少ない．鬼ごっこは，かわ

り鬼や増え鬼，しっぽ取り鬼および手つなぎ鬼などを

はじめ多様な種類があるが，子供の実施状況に関する

研究報告はない． 

そこで，本研究は体育科教材の開発に向けて児童へ

のアンケート調査と教員への聞き取り調査を行い，児

童の休み時間の過ごし方と体育授業に用いられる鬼ご

っこの種類並びに実施条件（鬼の人数および時間，広

さ）について実態把握を目的とした． 

 

II. 方法 

1. 対象 

S 県西部地区の小学４年生 57名（男児：31 名，女児：

26 名）および２年生 50 名（男児：30 名，女児：20 名）

を対象にアンケート調査を行った．教員への聞き取り

調査は，該当地区で体育授業を担当する小学校教員８

名を対象とした．研究の実施にあたり学校長に研究の

内容を説明し，研究協力の許可を得た．その後，教員

および対象児童とその保護者に対し文書および口頭で

研究の主旨と研究方法，機器の安全性，データの扱い

方等について説明をし，承諾を得た． 

 

2. アンケート調査 

質問項目は「①外遊びは好きですか」「②好きな外遊

びはなんですか」「③休み時間には何をしますか」「④

どんな種類の鬼ごっこをしますか」の４項目とした．

①は自記式 4 件法，②③は多肢選択法，④は体育授業

と休み時間，それ以外（放課後の自由遊びなど）別に

枠を設定し，自由記述で回答を得た．なお回答率はい

ずれも 100％であった． 

 

3. 聞き取り調査 

小学校で体育授業を担当する教員８名に対し，授業

でよく実施する鬼ごっこの種類および，鬼ごっこの種

類を選択するときに配慮する事項について聞き取り調

査を行った．得られた結果をもとに，分類軸を決定し，

小学校で体育授業を担当する４名の教員と子供たちに

親しみがあり，よく行われている鬼ごっこ（児童およ

び教員への調査より）を分類軸上にプロットした．作

成したものを，教員８名で確認・修正を行い，鬼ごっ

この分類をした（図１）． 

 

III. 結果 

1. アンケート調査（図２） 

①「外遊びは好きですか」 

当てはまる，どちらかといえば当てはまる，どちら

かといえば当てはまらない，当てはまらないの順に，

２年生：92．0％，8．0％，0％，0％，４年生：65．4％，

15．4％，9．6％，9．6％であった．肯定的な回答は，

２年生では 100％，４年生では 88％だった． 

 

図１．鬼ごっこの分類. 
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図２．アンケート調査①，②，③の結果. 
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②「好きな外遊びはなんですか」 

1 位から順に，２年生：ドッジボール，鬼ごっこ，遊

具遊び，４年生：鬼ごっこ，ドッジボール，サッカー

であった． 

③「休み時間には何をしますか」 

２年生，４年生ともにドッジボールおよび鬼ごっこ

をする児童が多く，室内遊びをして過ごす児童はおよ

そ 15％であった．男女別にみると，ドッジボールは４

年生において男子の割合が高くなるのに対し，鬼ごっ

こは男女ともに実施されていた． 

④「どんな種類の鬼ごっこをしますか」 

色鬼，かわり鬼，増え鬼，手つなぎ鬼は体育の授業で

も休み時間の遊びの中でも行われているのに対し，し

っぽ取り鬼や当て鬼は休み時間には行われていなかっ

た．また，けいどろは休み時間や学級遊びで行われる

ことが多かった． 

 

2. 聞き取り調査 

鬼ごっこの種類を選択するときに配慮する事項につ

いて，「変化をつけること（種類，広さ）（87．5％）」

や「鬼が変わるかどうか（62．5％）」という回答が多

かった．一方で，身体を動かすことを目的としている

場合に「子供たちの希望を尊重する（37．5％）」とい

う回答もあった．また，「ルールがシンプルであるこ

と」，「学級経営を兼ねて協力の度合いを選択基準に

する」という意見もあった（12．5％）．調査結果をも

とに，協力の有無と鬼交代の有無を軸に分類を行った．

実施時間については「計っていない」「全員がつかま

るまで」など，明確な時間を設定していないまたは計

測していなかった．「何分程度で行うことが多いか．」

という問いに対して「およそ５分」という回答が多く

（62．5％），次いで「およそ３分（25％）」，「およ

そ７分（12．5％）」であった． 

 

IV. 考察 

児童へのアンケート調査の結果，鬼ごっこはドッジ

ボールとともに小学生に人気の遊びであり，体育授業

だけでなく休み時間にも児童が自発的に実施している

ことが確認された．一方で，外遊びが好きであると回

答したものの休み時間には室内遊びを選択している児

童が複数いた．その要因の一つには，調査対象の小学

校では，学校図書館の開架時間が昼休みだけであった

ことも挙げられるだろう．全校遊びや家庭への啓発活

動が体力向上につながったという報告（寺井，2019）

や，静岡県が実施する体力づくりに積極的な学校は日

課の中に外遊びの時間を確保している（杉山ら，2018）

ことから，子供の体力向上に向けてより多くの児童が

外遊びを選択できる学校の取り組みが必要といえる．

また，２年生では「外遊びは好きですか」に全ての児

童が肯定的回答であったのに対し，４年生では否定的

回答が 19.2％あった．近年，高学年での教科担任制導

入が進められているが，外遊びに肯定的な低学年期に

こそ，運動の楽しさを味わい，運動に親しむ素地を養

う体育科教育が重要であることを示している． 

児童および教員への鬼ごっこの種類調査では，体育

授業において教員がその教育効果や主活動との動きの

繋がりを意図して鬼ごっこを選択している傾向がある

のに対し，休み時間には用具の準備が必要なく，子供

たちだけでも簡単に実施できる鬼ごっこが選ばれてい

ると考えられた．２年生において「体育授業でやった

鬼ごっこが楽しかったから，休み時間に友達とやった．」

と回答があった．これは，体育授業の「鬼遊び」が外

遊びに繋がった事例といえる．体育授業を通して多様

な鬼ごっこに触れたり，自分達で作戦を考えたりする

活動を仕掛けることで，児童の外遊び誘発効果が期待

される． 

教員への聞き取り調査結果から，体育授業で鬼ごっ

こを行う際に，児童が楽しく取り組めるように種類や

広さを変えて複数回行っていることが分かった．また，

鬼が変わるかどうかという教育的配慮をもって種類を

選んだり，鬼が固定の鬼ごっこ（氷鬼，増え鬼など）

では，初めの鬼の指名に配慮をしたりするという意見

があった．一方で，子供たちの希望で鬼ごっこの種類

を決めたり，実施時間を決めていなかったり「なんと

なく」鬼ごっこを実施する授業者もいた．加えて，「何

分くらいが適切か考えたことがなかったし，分からな

い．」という意見も複数聞かれた．体育科教材として

鬼ごっこを扱う場合，単元計画や授業計画に応じて学

習活動を設定することが望ましいが，本調査から複数

の教員が困難さを感じていることが明らかとなった．

これは，音楽科や図画工作科，家庭科など他の実技教

科において指定の教科書があるのに対し，体育科には

決められた教科書がなく，教員が授業を組み立てる際

に種類別の強度や効果，適切な実施時間などの判断基

準となる先行研究がないことが一要因と考えられる．

特に実施時間については，スポーツ鬼ごっこ（鬼ごっ

こ協会）において５分間×２が公式ルールとして定め

られているものの，その他の鬼ごっこについて実施時

間を示した文献は見当たらない．多数の鬼ごっこを紹

介している「Hoicle（ほいくる）」や「ミックスじゅ

ーちゅ」などのインターネットサイトにおいても，活

動時間についての記述はされておらず，授業者の経験

や感覚に頼る部分が大きいといえる．外遊びの経験が

少ない児童の増加や発育発達および運動経験・技能の

個人差への配慮を要する小学校体育授業において，経

験の少ない若手教員が増加していることを鑑みると，

今後，科学的根拠のある適切な実施時間や種類別強度

並びに特徴を示すことは体育指導の質向上に大いに寄

与すると考えられる． 
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V. まとめ 

本調査により，鬼ごっこは小学生に人気の遊びであ

り，休み時間にも自発的に行われていることが確認さ

れた．また，体育授業において教育的配慮をもって鬼

ごっこを取り入れている一方で，適切な実施時間につ

いての知見を得る必要があることが示された．  
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